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う
お
綴

糊

側

関

ん

で

ま

刊

州

裂

が

近

づ

き

っ

た

入

。

い

し

ま

す

。

一
ま
す
主
役
場
の
滋
口
が
・
火
変
抽
出
た
だ
し
、
品
川
鵡
け
が
一
方
務
の
V
-
事
此
岡
市
り
際
持
品
輸
す
る
も
の

一
緩
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
食
料
開
首
相
先
か
ら
給
与
拠
出
鯵
だ
け
で

O
符
鑑

…
綴
り
の
申
告
務
議
会
場
を
利
同
舟
脇
村
附
刺
激
収
〔
毎
だ
の
教
科
か
ら

O
絞
入
附
明
佃
刷
。
関
係
務
縮
問
〈
務

一
の
う
え
、
悶
十
め
に
申
告
を
お
務
後
険
制
掛
安
叉
泌
さ
れ
て
い
る
輪
議
得
点
汽
不
動
産
所
得
税

一
宮
せ
〈
判
何
事
い
。
人
〉
語
れ
る
ガ
ー
ま
た
は
、
一
致
は
、
収
党
務
総
童
図
作
成
の
た

一
甲
車
晶
官
制
剤
四
間
一
一
例
月
十
六
日
制
か
得
税
mw
緩
緩
や
後
縦
攻
税
務
饗
め
)

一
ら
三
月
十
六
日
ま
で
に
提
出
向
さ
れ
た
ガ
に
つ
い
て

O
必
要
経
費
の
わ
か
る
簿
類

:
梢
期
限
内
に
申
告
し
ま
必
ん
k

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
哲
ま
せ
(
古
墳
世
清
潔
娼
持
者
、
不
齢
制
機
鈴

こ

会

綴

の

愉

臨

時

間

が

緩

め

ら

れ

な

い

ん

。

得

点

骨

は

級

文

明

糾

詩

作

渓

め

び
場
合
が
あ
り
ま
け
い

HMi--比
い

月

比

け

い

ー

は

γ

あ

戦

没

者

、

外

地

か

ら

の

引

援

者

震

が

あ

り

ま

す

ゅ

明v
引
催
問
者

等

の

援

護

市

鵠

誌

早

急

に

v露
容
が
死
亡
し
た
場
合

mw
税
制
問
点
鳴
品
世
子
@
父
母

が
改
蕊
さ
れ
、
蜘
料
開
聞
が
拡
大
き
@
孫
の
闘
で
そ
mw
滋
絞

れ
て
い
ま
ず
か
ら
鵠
州
議
も
れ
の
V
交
付
さ
れ
る
金
制
酬
は
‘
絞
殺

な
い
よ
う
尽
し
て
く
だ
さ
い
。
日
朝
抗
議
の
年
令
区
分
に
よ
号
、

V
勝
戦
没
者
叙
位
叙
時
間
…
人
二
万
汚
か
ら
十
七
万
悶
け
ま

交
泌
事
変
お
よ
び
大
東
政
戦
で
受
付
さ
れ
ま
す
。

弘P
で
臨
鴨
川
悦
寄
れ
た
も
と
の
箪
人
た
お
、
滋
淡
に
つ
い
て
は
、

軍
属
(
戦
授
に
樹
附
し
て
叙
勲
さ
向
山
持
者
の
七
線
総
議
制
慨
が
匂
戸
付

れ
た
方
を
滋
〈
)
ま
た
は
、
機
き
れ
い
ず
れ
も
十
年
後
畿
の
総

務
総
が
際
問
闘
で
周
期
郷
後
二
十
伝
的
同
で
す
。

か
相
附
開
発
二
十
七
日
ま
で
に
死
亡
ま
火
、
と
の
ふ
父
付
金
の
議
求

さ
れ
た
ガ
は
、
と
の
染
務
が
一
期
限
も
本
和
市
対
一
月
一
一
一
十
…
廷
で

応
緩
和
相
関
間
十
叩
九
年
一
以
鈴
丹
江
一
十
一
す
G

わ
か
ら
な
い
い
燃
が
あ
ち
ま

誌
で
打
ち
切
り
に
な
ち
ま
す
の
し
た
ら
役
場
厚
生
潮
時
ま
で
お
間

で
家
叙
熱
的
方
は
出
干
し
で
て
く
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

だ

さ

い

以

齢

期

後

絞

総

数

組

員

に

よ

る

銭

授

引
世
間
表
紙
材
料
剤
受
付
金
間
関
係
巡
閣
総
銭
安
江
一
月
間
日
怪

こ
の
交
付
金
時
休
、
外
柏
崎
に
終
一
戸
市
中
市
民
公
然
で
午
前
十
時
か

終
日
ま
で
出
引
き
続
、
叫
年
以
上
ら
午
後
一
二
務
ま
で
行
な
い
ま
す

然
体
例
的
本
お
も
気
持
ち
、
終
絞
羽
の
で
、
お
気
軽
に
ど
籾
淡
く
だ

以
後
山
別
機
げ
て
こ
ら
れ
た
次
の
さ
い
。
お
い
で
の
即
断
は
参
考
と

方
々
を
父
付
さ
れ
ま
す
。
(
特
な
る
資
料
、
印
掛
艇
を
ど
持
参
く

に
潟
方
地
妓
引
偶
怖
に
つ
い
て
は
だ
さ
い
。

報h
L
A

も
と
の
怖
や
入
、
滋
昭
輔
φ

め
る
い

1
つ
は
戦
没
者
の
波
紋
‘
必
打
線
か
ら

一
の
れ
識
者
等
に
対
し
て
は
、
い

…
ろ
い
ろ
な
中
刀
法
で
援
錯
誤
が
さ
れ

一
て
お
り
ま
す
が
、

ζ
れ
ら
擁
護

一
を
受
け
る
た
ぬ
の
乎
統
守
的
方

一
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
争
、
古
都

一
れ
た
ち
し
て
い
る
ガ
は
ふ
の
ち
ま

一
せ
ん
か
。

一
次
に
あ
げ
る
舟
は
一
認
の
例

一
で
す
が
、
も
し
、
油
精
尚
一
刊
す
る
方

一
が
あ
り
ま
し
た
ら
浮
〈
統
求
の

〉
手
続
き
を
し
て
く
い
た
事
い
。

問
問
機
準
備
の
ご
遺
族

鰍

V
ご
淡
紛
糾
に
対
す
る
各
報
の
仇
結

溺

μ刊

鴻
も
主
念
品
人
・
明
品
開
納

φ

象情早

川
明
緩
め
渋
絞
で
あ
っ
て
議
後
血
小
品
別

-
m附M
A
川
‘
治
族
}
持
金
ま
た

一
は
、
特
別
総
ハ
叫
ん
棋
盤
寸
を
ま
だ
受

一
け
た
こ
と
丹
な
い
だ
は
お
り
ま

一
せ
ん
か
?
尉
昨
年
の
よ
う
に
州
問
符

。
所
得
か
ら
妥

引
か
れ
る
控

除都品掛明治関

①
終
組
制
緩
貼
附

(
警
察
、
柄

拘
問
答
の
証
明

③
時
協
綴
緩
い
蹴
臨
隙

(
医
餅
へ
の
戸

支
払
い
鎖
的
棋

銭〉

品w
役
会
保
険
料

融関脇開削搬出陣制棋

の
綴
叙
鋭
、

〈
韻
関
陣
内
年
金

の
綴
収
託
、

い
ず
れ
も
開
昭

和
相
関
十
開
閉
年

俊
市
中
に
交
付
執

っ
た
分
〉

ゆ
生
命
保
険
料

後
略
蹴
〈
支
払

い
。
紋
総
統
ま
た
は
透
照
明
)

。
胤
民
世
鰍
紋
入
か
ら
時
質
問
引
か
れ
る

控
除
設
現
幾

m
w
水
綴
災
害
淡
祭
出
筑
愉
関
係
〈
此
ハ

拭
阿
級
品
官
の
鐙
組
問
宮
西
〉

③
臨
機
構
惜
潟
向
悶
脱
却
+
俄
千
円
車
検
索
ま

た
は
陥
納
税
制
糊
級
紙
〉

③
土
総
論
叫
r

良
時
叫
湘
陣
校
時
間
(
念
品
地

改
務
院
町
悼
の
鐙
明
、
た
だ
し
‘

ポ
ず
制
民
潟
水
織
改
良
区
分
に
つ

い
て
は
持
参
一
小
後
)

m
w
小
作
料
抽
出
除
〈
総
業
へ
小
作

料
支
払
い
領
絞
議
)

な
お
、
回
開
院
内
慾
議
保
険
加
入

世
帯
の
ガ
で
、
所
得
の
な
い
方

は
、
中
ι
属
商
務
令
後
山
闘
し
ま
す
と

関
陣
内
跡
階
段
脳
部
品
関
税
が
減
額
宰
れ

ま
す
の
で
、
堂
開
訟
の
一
一
畏
一
塁

記
入
の
う
丸
山
中
食
し
て
く
だ
さ

、。
2
b
w
 

そ
の
他
、
詳
抑
制
に
つ
い
て
は

繍
抑
制
税
総
沖
}
調
査
認
〈
篭
吋
飾
品
一

白
州
一
コ
札
ゴ
務
内
線
二
郎
五
番

)
へ
お
紛
い
合
せ
〈
だ
さ
い
。

国民年金

高
齢
者
に
最
後
の
機
会

経

蜘
向
山
相
匁
金
の
発
足
し
た
抑
制
裕

一
一
一
十
六
和
小
期
日
時
吋
‘
五
十
才
一
を
こ

え
双
十
五
銭
安
と
い
え
な
い
人

は
、
希
望
す
れ
ば
制
加
入
で
き
る

こ
主
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
誇
は
国
間
M

同
年
金

も
務
脱
し
た
ば
か
れ
ツ
で
内
容
が

十
分
に
わ
か
ち
な
か
っ
た
り
、

P
R等
が
刊
行
き
綴
か
な
か
っ
た

り
で
、
楠
仰
入
し
た
人
は
対
象
と

な
っ
た
年
A
羽
田
開
ゴ
一
人
の
う
み
ご

人
ぐ
ら
い
の
酬
割
合
で
し
た
。

弘
司
臨
吋
加
入
し
た
か
っ
た
人
の

や
で
，
関
民
年
余
C
m口
容
が
そ

丹
後
に
大
一
績
に
蹄
刷
出
帯
同
さ
れ
た
と

主
食
知
り
設
近
に
な
っ
て
加
入

ー
た
い
と
数
獲
す
る
人
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
‘
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
が
加
小
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
当
時
・
加
入
し

な
か
っ
た
人
に
も
う
一
段
郊
入

の
儀
会
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ば
聞
で
は
、
対
象
者
v
h

畑
閑
人
漁

州
知
を
出
闘
し
昨
年
十
二
日
月
中
に
…
…

叩
艇
二
十
翁
の
受
付
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
数
の
未

加
入
者
が
あ
容
ま
す
の
で
、
さ

っ
そ
く
手
同
校
き
脅
し
て
く
だ
さ

、σ
しvh剥

λ
で
き
る
人

開
閉
出
納
双
十
九
年
間
関
月
二
百
か

ら
閥
的
治
問
問
十
m
m
俸
制
問
丹
ご
泊
ま

で
に
生
ま
れ
た
入
。

た
だ
し
、
淳
往
年
ふ
燃
や
共
務

総
合
な
ど
に
対
入
し
て
い
る
人

や
、
そ
れ
ら
の
制
制
度
か
ら
老
令

《
退
滋
》
年
余
命
受
け
ら
れ
る

加

入

の

開

人
件
帖
隣
同
〈
a

v保
険
料
品
事
務

}
e
m
m
丹
七
綴
双
十
円
で
五
年

間
〈
総
額
間
関
刀
流
千
附
什
)

V
年
金
額

六
十
五
才
か
ら
一
一
一
万
関
川
門
的
月

二
千
混
浴
悶
H
)

V
ム
潟
入
の
由
叩
し
出
削

同
叩
和
問
悶
十
滋
和
ヤ
ム
ハ
同
月
一
一
一
十
日

ま
でた

だ
し
、
お
入
の
出
'
し
山
酬
が

淡
れ
ま
す
主
受
給
時
期
も
お
そ

く
な
れ
ツ
ま
?
の
で
、
一
一
月
二
十

八
日
ま
で
に
学
総
者
全
お
緩
い

い
た
し
ま
す
。

w
v
淑
入
の
申
し
込
み
先

役
場
問
附
止
中
部
緋
年
金
持
開
ま
た

は
、
常
叩
枚
、
制
問
持
品
支
所
窓
口
、

こ
の
対
象
と
な
る
人
は
、
加

ca議

税
の
録
制
作
制
相
談

前
出
来
治
労
相
慌
遼
七
会
我
孫
子

部
会
匂
は
所
得
税
等
に
つ
き

無
料
抑
制
淡
な
附
聞
き
ま
す
し

グ
守
割
祝
丹
申
告
側
問
附
附
や
で
も
あ
り

一
ま
す
m
り
で
、
わ
か
ら
な
い
ぷ
が

…為
9
ま
し
た
ら
、
見
北
北
仲
ζ
の
機

i
…
会
合
判
例
制
川
寄
れ
ま
す
よ
う
お
開
閉

一
い
い
た
し
ま
す
o

p

一
V
B時
二
丹
ス
十
万
日
午
輪
開

，
一
十
持
か
ら
午
後
四
時
ま
マ

ー…

v場
所
我
孫
子
町
役
場
栄
一

一
…
会
組
純
潔

斗
冬
秀
樹
中
油
部
大
会

二
冬
季
町
民
向
平
総
劫
火
余
金
次
の

い
と
お
り
行
な
い
ま
す
出
り
そ
絞

っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

V
悶
務
付
二
月
八
日
午
前
九
臨
吋

か
ら

V
場
所
我
孫
子
町
中
炎
公
陣
内

帥
出

wv
磐
線
資
格
町
内
に
在
袋
、

夜
勤
、
骨
化
学
の
者

wv
裁
会
中
刀
法
小
学
専
部
、
一

般
の
部
〈
官
開
校
集
.
大
学
生

含
む
)
各
鴎
刀
女
V
γ
〆
ル
凡

V
申
し
込
み
さ
月
千
点
目
ま
で

に
数
樹
制
緩
縫
持
品
目
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

行

政

相

綴

行
致
指
和
議
お
よ
び
人
刷
機
後
樹
齢

制
朝
関
紙
念
行
な
い
ま
す
。

お
公
げ
に
お
け
る
苦
情
、
そ

の
的
問
日
常
牝
占
拠
闘
に
お
け
る
心
配

ご
と
な
ど
な
受
け
つ
け
ま
す
o

v日
待
晶
一
月
一
…
十
六
日
午
総

十
砕
か
ら
午
後
一
ユ
時
ま
で

V
槻
明
後
湘
湖
北
支
所

j

j

 

入
し
な
く
と
も
勺
十
才
か
ら
老

令
恒
担
任
年
余
念
受
け
る
と
ー
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
相
関
投
年
金
は
金
制
酬

が
少
な
い
う
え
、
い
ろ
い
ろ
な

支
給
の
斜
燦
刊
か
あ
れ
ソ
ま
す
。
対

入
し
て
録
時
間
燃
を
か
け
れ
ば
同
、

年
金
額
も
多
く
な
る
う
え
、
支

払
籾
の
糊
開
始
も
悶
T
〈
な
れ
ツ
ま
ず
。

も
ち
ろ
ん
支
給
の
録
用
棋
は
あ

ち
ま
ぜ
ん
α

町の入時
総和45年 IJi::l，設渓夜

3誇 i争.768，人事~}守 1土100入場

女 20，342人グ 78， 
計 40，1l0人~ 178タ

謹;務費支弘961i股帯タ n役者幸綬

'Jiの人口動車自

3尊女まf

i担金 46人 3哲人 84入

車誌入 173人 147人 320人

子宮亡 2i人 22人 43人

転 倒 98人 85人 183人

諜

説

台

様

の

縦

覧

札
刊
に
昨
年
ゃ
に
不
動
向
械
の
移
動
の
あ
っ
た
汐

mm
和
附
間
十
双
年
変
の
隠
定
資
す
。
向
時
分
の
悌
川
脅
し
て
い
る
問
問

産
税
〈
都
市
計
蹴
鱗
制
執
V

に
つ
い
交
資
事
蹴
の
初
計
附
酬
は
ど
れ
く
ら
い

で
口
一
月
一
日
か
ら
一
一
一
万
一
一
十
門
口
か
、
ま
た
昨
昨
年
中
記
念
品
培
、
家

主
ゼ
あ
な
た
母
課
税
合
間
棋
な
お
腕
殿
、
償
却
資
産
量
す
に
つ
い
て
移

兇

ぜ

し

ま

す

。

織

の

あ

っ

た

方

持

品

、

も

ち

ろ

ん

問
閉
山
相
欄
間
十
気
メ
ギ
度
は
、
開
問
{
疋
そ
の
他
愛
々
で
も
こ
の
機
会
に

資
産
税
時
総
揃
中
年
榔
院
に
虫
望
号
室
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

す
の
で
蒋
儲
替
が
行
な
わ
れ
ま
も
し
合
附
慨
に
m
脱
線
事
れ
、
た

し

た

。

峠

叫

輯

隅

に

不

臨

時

が

あ

る

場

合

凶

件

、

ゑ
柏
崎
に
つ
い
て
慰
問
間
十
閥
年
以
一
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
文
書
で
的

援
対
間
十
波
浮
の
上
昇
率
は
次
の
滋
蜘
泌
総
出
臨
終
蹴
開
審
査
委
員
会

の
と
お
告
で
す
。
へ
審
交
の
時
制
市
棋
を
す
る
こ
と
が

宅
地
乎
品
村
山
・
八
枕
闘
で
き
ま
す
。

腕
桝
仙
出
平
均
一

a
O
五
淡

i

v
時
間
午
ム
前
八
時
一
一
一
十
分
か

一

-

一

僚

ら

午

後

五

時

吋

ま

で

山
川
持
特
平
均
一
・
四
五
位
隔
た
だ
し
‘
土
、
日
閣
R
は
午

そ
の
抽
出
平
均
一
・
問
同
僚
前
中
で
す
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
抑
制
創
刊
問
曹
壌
務
我
孫
子
脚
町
役
滋
縁
組
杭

ト
衣
年
度
丹
野
掘
削
水
準
合
総
に
毅
た
だ
し
、
次
の
け
持
は
綴
沈

緩
和
小
減
点
総
蕊
を
行
な
い
ま
し
翁
後
各
支
所
で
そ
れ
ぞ
れ
見

た

。

ら

れ

ま

す

窃

一

一

一

見

十

七

・

十

な
お
、
附
関
か
ら
蜘
抑
…
刑
さ
れ
た
八
日
は
湖
北
中
文
部
問
、
立
一
月
十
九

新
増
築
窪
田
脱
の
平
均
抑
制
緩
は
，
日
は
布
佐
女
川
般

公
万
八
千
八
百
三
十
八
悶
け
で

3

態
一
戸
踏
切
富
市
商
遜
行
止

歩
行
議
ば
十
分
注
意
を

国
鉄
常
務
終
綴
‘
持
品
孫
子
間
同

線
械
工
事
の
一
一
擦
の
う
ち
鮫
川
れ

と
線
人
送
機
務
設
工
事
に
品
作
い

紛…
p一
絞
城
市
町
議
前
向
通
行
止
が
一
…

月
一
一
十
円
持
か
ら
な
在
れ
ま
す
。

こ
の

γ
一楽

H

和
総
統
〈

a

ぬ万一一一

十
一
円
H
)

し
ま
す
と
、
綱
桝
周
到

一一・
4

一
説
メ
!
?
ル
め
と
総
人

滋
締
閣
に
な
り
ま
す
が
、
準
は
通

れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
北
柏
貨
物

駅
新
設
資
材
後
入
の
た
め
組
関
戸

踏
切
を
蛇
T
A
郡
六
時
一
一
…
十
品
川
主
十

二
時
、
午
後
一
時
三
十
分
と
一
会

終
公
十
分
の
m
問
団
貨
物
割
問
中
単
げ
か

溺
れ
ソ
ま
す
。
ま
た
、
気
持
切
列
車

百tjえまのじ
燃がせ通 i
い孟必Eん る F抑智恥j-'''''"、
1ま主 ち ~n時年 r 一
ウずF念透 tは主 !久¥、 ， 

G う透、 f令，!.[ ヘ
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の に絞れ.1γ 

では機
十闘が
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